
旭川市学力向上

授業ポイント集

算数・数学
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算数・数学科「問題解決的な学習」
■学習指導要領において，子どもたちに対し，未来を生き抜く資質・能力を育
むために「主体的・対話的で深い学び」の観点から，授業改善が求められて
います。算数・数学科では，問題解決的な学習を基盤とし，その質を高める
ことが大切です。
■算数・数学科の授業を構築する際，重視してほしい事柄があります。指導者
が児童生徒に対し育成する資質・能力等を理解し，授業改善を積み重ねるこ
とです。

児童生徒に身に付けさせるべき資質・能力を明確にする必要があります。
そのため，学習指導要領に示されている「指導事項」や，学習指導要領解
説に示されている「指導の工夫」を確認するとともに，目標を実現した児童
生徒の姿を評価規準として具体化し，児童生徒の学習状況を適宜把握して指
導の改善に生かすことが大切です。

〇 算数・数学の問題発見・解決の過程
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○問題から焦点化した問題（課題）を明らかにする

Point

○よりよく児童生徒が考えられるよう，教師の手立てを工夫する

個
人
思
考

Point

課
題
設
定

○児童生徒とともに設定する「問題」や提示の工夫

問
題
設
定

＜課題・課題提示の工夫＞
問題から焦点化した課題を，児童生徒と共に明らかにする。

■課題を焦点化し，生徒から課題を引き出す教師の適切な発問。

■児童生徒の言葉を生かした設定。

＜提示の工夫＞

児童生徒の興味・関心を高めるよう，

問題提示を工夫します。

※工夫例

■問題は板書し，式や図は黒板に貼る

■プリントにして配付する

■模造紙や小黒板で提示する

■１人１台端末で提示する

■大型ディスプレイで提示する など

＜児童生徒とともに設定する「問題」＞

問題を設定する際，１単位時間で完結

することのみを考えるだけではなく，単

元の指導計画をもとに，前時とのつなが

りや，前時までに設定した新たな問題に

取り組むようにします。

＜机間指導の目的＞
※個人思考の段階における教師の机間指導の３つの
目的

■つまずきの様子を把握→つまずきが共通の場合は
一斉に戻って全体指導

■考え方の様相を把握→指名等の流れを構築
■個別指導→思考が停滞している児童生徒が少数の
時

＜個人思考の時間＞
上記の目的との関連も考え，長くても５分程度

必要に応じ，問題の結果や考え方を「予想」する過程
を取り入れることで，児童生徒自ら問題を解決しようとする意欲を高めること

ができます。

＜教師の働きかけの工夫＞
「教師対個人」
■個人の考えを引き出す発問
■個人の学習状況の適切な把握
「教師対全体」
■思考を止め，全体への働きかけ
■教師のつぶやき等による考えの共有
「個人対個人」
■周りの人と相談させるなど，児童生徒同
士の関わり

１単位時間における主な学習過程の流れを示しておりますが，例えば，前時に本時の課題が明確になっていることもあ

りますので問題設定後に必ず課題設定するということではありません。

数学的活動は，小学校学習指導要領解説算数編ｐ８（中学校学習指導要領
解説数学編はｐ２３）の図とｐ７５（中学校学習指導要領解説数学編はｐ３
９）の発達段階ごとに整理された表で確認します。
学習活動が，前ページの図の「Ｃ焦点化した問題の答えを求める活動」

に偏らないよう，「 Ａ１ Ａ２事象から問題を見いだす数学化の活動」や
「Ｂ問題を焦点化する活動」，「Ｄ１得られた結果の意味を考える活動 ，「Ｄ
２統合的・発展的に考察する活動」などの数学的活動における問題発見・解
決の過程を単元にバランスよく位置付けることが大切です。

Point
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○児童生徒が多様な見方・考え方を実感できる話し合い活動

※１人１台端末を活用するなどして「協働的な学び」の充実を図ります。

※数学的な表現（言葉や数，式，図，表，グラフなど）を適切に用いて，考えを分かりやすく

表現できるようにするため，お互いの考えを共有して，理解を深めさせることが大切です。

○児童生徒とともに成長が実感できるまとめと練習問題
ま
と
め
・
振
り
返
り

＜練習問題の工夫＞

個人で必ず問題解決できるとは限らないため，定着を

図る時間もしっかり確保することが大切である。

■本時の目標を踏まえる。

思考力・判断力・表現力を身に付ける授業では，思考

力・判断力・表現力を見取る練習問題を与える。

■本時の問題を踏まえる。

本時に取り組んだ問題の数値や場面を少し変え，児童

生徒が本時の学習を振り返って解決できる問題を設定

する。

■１人１台端末を活用するなどして，個別最適な学びを

実現させるため，児童生徒の実態に応じた練習問題に

取り組ませる。

＜家庭学習の取組＞

■本時の学習を踏まえた家庭学習の取組によって，学習

内容の定着度を高め，習慣化につなげる。 等

＜まとめの工夫＞

■授業の中の児童生徒の言葉を意

図的に使用してまとめる。

■振り返って見返したときに，何を

学んだのをわかるようにする。

■教科書を用いて，学習内容を振り

返り，数学的に適切な言葉を使用

する。

※まとめの板書計画を予め立てて

おくことが必要です。

※１人１台端末や大型ディスプレ

イ等，ＩＣＴを活用してまとめる

こともできます。

集
団
解
決

Point

＜児童生徒の考えの取り上げ方の工夫＞

■授業のねらいに迫るように考えを取り上

げ，結び付け，深める。
■導入問題や課題によって，順位性を考えて
１つずつ取り上げたりするなど，解決に向
けての取り上げ方を考慮する。

■残り時間との兼ね合いから，取り上げる数
や説明させる数を考慮する。

＜教師の働きかけの工夫＞
■学級全体が安心して考え，発表できる
よう，個人の考えを認め，励ます。

■学級全体の思考をまとめ，解決に向か
うための発問や問い返し。

■児童生徒が学級全体に向けて説明する
際の，学級全体で思考を練り合わせる
ための発問や指示。

「まとめ」は児童生徒の考えや発言を生かしつつ，
本時の目標に正対したまとめをしましょう。教師の一方的なまとめは，児童

生徒の学習意欲を低下させることにもつながります。

新
た
な
問
題
へ

○児童生徒とともに「新たな問題」へ

Point

＜学習のつながりを意識します＞

単元計画で本時の学習を振り返り，条件を追加したり条件を変えたりして新たな問題を見い出した

り，本時に解決することができなかった課題を次時に取り組むようにするなど，児童生徒が学習のつ

ながりを実感できるようにします。

Point
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ＩＣＴを活用すると…

【問題提示】
・問題を容易に配付することができます。（ただし，児童生徒には，ノート貼り付

け用のプリントを別途配付する。）

・問題を拡大して児童生徒に見せることができます。

【個人思考】
・児童生徒は，ノート，ワークシートの代わりに使用できます。

・データであれば，教師はワークシートを前もって印刷する必要がなく，児童生徒

は何枚も自由に使うことができるため，試行錯誤が可能です。

・指導者は，クラウド上でクラス毎のワークシート等を管理するなどにより，個人

の課題解決の状況を把握できます。

【集団解決】
・児童生徒の記述内容を容易に転送することができます。

・児童生徒の記述内容の一覧表示が可能です。

【まとめ・振り返り】
・児童生徒の記述内容を容易に転送することができます。

・児童生徒の記述内容の一覧表示が可能です。

・児童生徒のまとめ・振り返りの記述を蓄積することができます。

・学習の個性化・指導の個別化に活用することができます。

※ＩＣＴを効果的に活用し，「個別最適な学び」と「協働的な学び」の

一体的な充実を図りましょう。

「
学
び
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
実
践
研
究
報
告
書
（
平
成
二

十
六
年
度
）
よ
り
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「学びのイノベーション事業」実践研究報告書の図のＢ１に該当します。

＜ＩＣＴの活用方法等＞

計算トレーニングの解答をクラスルームで配付しまし

た。

＜ＩＣＴの効果等＞

配布する紙が必要ありません。データなので失くす心配も

なく，いつでもアクセスできます。

「学びのイノベーション事業」実践研究報告書の図のＡ１に該当します。

＜ＩＣＴの活用方法等＞

スライドを使用し，前時までの学習を振り返りました。

＜ＩＣＴ活用の効果等＞

効率よく前時までの学習を振り返ることができ，児童生徒

は，本時の学習に見通しをもつことが出来ました。

新しいかたちの学びの授業力向上推進事業において，推進グループが，旭川市内の配置校・連携校になっている小中

学校に勤務しています。各学校での実践を紹介します。

「学びのイノベーション事業」実践研究報告書の図のＡ１に該当します。

＜ＩＣＴの活用方法等＞

デジタル教科書を活用し，動点の動きをアニメーションで

確認しました。

＜ＩＣＴ活用の効果等＞

２点の速さの違いや三角形の形の変化，２つの点が同時に

スタート・ゴールすることを視覚的に捉えさせることがで

きました。

「学びのイノベーション事業」実践研究報告書の図のＡ１に該当します。

＜ＩＣＴの活用方法等＞

問題提示の際に問題場面の絵を隠して提示し，

少しずつ隠していたものを外していきました。

＜ＩＣＴ活用の効果等＞

少しずつ提示することで，何がどう隠れている

のか想像し，意欲的に問題と向き合う子どもの

姿が見られました。
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「学びのイノベーション事業」実践研究報告書の図のB１に該当します。

＜ＩＣＴの活用方法等＞

CheckMath を活用すると子ども自身で丸付けを行うこ

とができます。また，百マス計算にも取り組めます。

＜ＩＣＴ活用の効果等＞

全問正解すると花丸が出現するので，子どもたちの意欲が

向上します。今まで教師が丸付けに使っていた時間は，苦

手な子のサポートに使うことができます。

「学びのイノベーション事業」実践研究報告書の図のB４に該当します。

「学びのイノベーション事業」実践研究報告書の図のB３に該当します。

「学びのイノベーション事業」実践研究報告書の図のC2に該当します。

＜ＩＣＴの活用方法等＞

話し合いの立場を明確にするために，カードを提出する際に背景の色を立場によっ

て変えます。提出されたカードをもとに，子ども同士で考えを交流します。

＜ＩＣＴ活用の効果等＞

ぱっと見て同じ立場や違う立場かが分かるので，子どもたちは誰と交流したいか，

誰の考えを知りたいかが明確になりました。また，教師から「自分と違う立場の子

はどんな考え方なのか，自分とは異なる立場が答えとなる可能性はないのか，同じ

立場の考えは自分の考えと比べてどうか」という視点を与えたことでより交流が活

発になりました。

＜ＩＣＴの活用方法等＞

小学２年生「三角形と四角形」の学習にて，オクリンクのデジタ

ル教材を活用し，三角形や四角形を敷き詰めました。

＜ＩＣＴ活用の効果等＞

使用する形や敷き詰め方を何度も変更することができるので，子

どもたちは最後まで集中して操作活動に取り組むことができまし

た。提出された作品はどんな形を何枚使ったかという視点を与え

て友達の作品を観察するようにしたこともポイントでした。

＜ＩＣＴの活用方法等＞

小学６年生「円の面積」学習にて，オクリンクのデジタル

教材を活用し，円の面積の求め方をシミュレーションで確

認しました。

＜ＩＣＴ活用の効果等＞

デジタル教材では，１００等分まで再現できます。そのた

め，子どもたは円の面積は長方形で求めることを視覚的に

理解することができました。

直角三角形４つ
で正方形１つ

本市の算数・数学の授業は，旭川市教育研究会算数数学科研究部を母体として，問題

解決的な学習を基盤に研究が進められています。本資料が，先生方にとって，児童生徒

の資質・能力を育成するための一助になれば幸いです。
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１ この一覧表は，算数・数学における小・中９年間の指導内容と指導のポイントを

ひと目で見ることができます。

２ この一覧表は，単元の指導前，指導中，指導後それぞれに見ることが有効です。

＜指導前＞

・現在教えようとしている単元における指導のポイントを見ることができる。

・現在教えようとしている単元の前後のつながりを見ることができる。

（以前，どこで，何を学び，どこにつながっていくのか）

＜指導中＞

・児童生徒のつまずきが見えた時点において，「学び直し」の段階とそのポイ

ントを知ることができる。

＜指導後＞

・指導を終えた単元の「振り返り」を行い，次の学年への改善策を考えること

ができる。

３ ４領域における小・中９年間を通して意識する指導のポイント

＜数と計算 数と式＞

・数や文字の表し方，仕組み，計算の仕方など，既習事項を基にした指導

＜図形＞

・身の回りにあるもの，具体物やコンパス，定規などの操作活動

＜測定・変化と関係 関数＞

・比較活動，数直線図，表，式，グラフなどの活用

＜データの活用＞

・問題→計画→データ→分析→結論のプロセスを意識すること



－
２
4
－

Ａ
　
数
と
計
算
　　
数
と
式

Ｂ
　
図
　
形

Ｃ
　
測
定
／
変
化
と
関
係
　
関
　
数

Ｄ
　
デ
ー
タ
の
活
用

小学校　第１学年 小学校　第２・３学年 小学校　第４・５学年 小学校　第６学年 中学校　第１学年 中学校　第２学年 中学校　第３学年

★主な指導内容
・数の構成と表し方
・加法，減法

★指導のポイント
・具体物を用いた操作活動を設定す
 る。（ブロック，数え棒）
・ものの数に着目し，具体物や図な
 どを用いて表現させる。
・算数･数学を学ぶ基礎を作るという
 ことを意識し，指導する。

★主な指導内容
・十進位取り記数法
・１／２，１／３，１／４などの分数
・乗法九九 ・除法（包含除，等分
除）
・小数の計算 ・そろばん

★指導のポイント
・身の回りの数や数量の関係への
 関心を高める工夫をする。
・言葉の式を利用し，数量関係の理解

★主な指導内容
・億，兆の単位
・概数と四捨五入
・整数，小数の記数法
・分数の加法，減法
・四則計算

★指導のポイント
・数の仕組みや構成する単位に着
 目させる。
・数量の関係に着目し，四則計算

★主な指導内容
・分数の乗法，除法
・文字を用いた式

★指導のポイント
・分数の乗法，除法について，整数
 と同じ法則が成り立つことを生か
 す。
・数学的に表現・処理したことを振
 り返り，そのよさを活用する場面
 を設定する。

★主な指導内容
・素因数分解
・正の数，負の数の四則計算
・文字を用いた式
・一元一次方程式

★指導のポイント
・既習事項（小学校）を生かす。
・数を代入する作業を取り入れ，文
 字に対する抵抗感を和らげる。
・文字を用いることのよさを実感さ

★主な指導内容
・文字を用いた式の四則計算
・等式の変形
・連立方程式

★指導のポイント
・一元一次方程式の解き方に帰着
 させ，関連付けて指導する。
・式を目的に応じて見通しをもち，
 的確に用いることができるよう
 に指導する。

★主な指導内容
・展開と因数分解
・平方根
・近似値と有効数字
・二次方程式

★指導のポイント
・正方形の面積を活用するなど，
 有理数で表すことができない数
 が実在することを通して，平方
 根の理解を深めさせる。

★主な指導内容
・形とその特徴の捉え方
・形の構成と分解
・方向やものの位置

★指導のポイント
・仲間分け，形遊び，箱積みなど
 を通して，ものの形を認め，形
 の特徴を捉える経験を重ねる。
 （さんかく，しかく，まる，
  箱の形，ボールの形など）

９年間がひと目で分かる　算数・数学　指導のポイント２０23年度版 旭川市教育委員会
授業力向上プロジェクト

★主な指導内容
・三角形，四角形
・角の意味，性質
・正方形，長方形，直角三角形
・二等辺三角形，正三角形
・円，球

★指導のポイント
・辺の長さ，数，直角に着目し
 て図形の名前を理解させる。
・身の回りにあるものや具体物，

★主な指導内容
・角の大きさ
・面積  小４（㎠，㎡）小５（㎢，㎤，
㎥）

・立方体，直方体（見取図，展開
図）
・合同（ぴったり重なる）
・平行四辺形，ひし形，台形

★指導のポイント
・図形を構成する要素などに着目

★主な指導内容
・対称な図形
・縮図，拡大図
・円の面積
・角柱，円柱の体積

★指導のポイント
・図形を構成する要素などに着目
 し，具体的な操作活動を通して
 体積の求め方を指導する。
 （面を重ねると立体になるなど）

★主な指導内容
・基本的な作図
・平行移動，対称移動，回転移動
・直線や平面の位置関係
・図形の計量

★指導のポイント
・定規，コンパスの用途を理解さ
 せる。（ものさしと定規の違い）
・既習事項を振り返りながら，
 操作活動を重視して指導する。

★主な指導内容
・平行線や角の性質
・三角形の合同条件
・証明とそのしくみ（反例）
・平面図形の性質

★指導のポイント
・小５の振り返りをしながら，用
 語や図形の性質の定着を図る。
・定規，コンパスなどを用い，三
 角形の合同条件を理解させる。

★主な指導内容
・三角形の相似条件
・平行線と線分の比
・円周角
・三平方の定理

★指導のポイント
・小６の振り返りをしながら，合
 同との違いを意識させる。
・定規，コンパスを用いた指導を
 心がける。

★主な指導内容
・量の大きさの直接，間接比較
・時刻の読み方

★指導のポイント
・身の回りにあるものの特徴を量に
 着目して捉え，大きさの比べ方を
 考えさせる。
・具体物の直接比較から間接比較
 という活動を大切にする。

★主な指導内容
・長さ，かさの単位と測定
・長さ，重さの単位と測定
・時間の単位
 小２（㎜，㎝，m，ｍL，ｄL，L）

 小３（㎞，g，㎏）

★指導のポイント
・量の単位を的確に表現できるよう
 に指導する。

★主な指導内容
・表や式と折れ線グラフ
・簡単な場合の比例
・速さ ・割合

★指導のポイント
・二つの数量の変化の様子を表や式，
 折れ線グラフを用いて読み取るこ
 とができるように指導する。
・割合の指導については，数直線図

★主な指導内容
・比例の関係
・比例の関係を用いた問題解決の方法
・反比例の関係
・比

★指導のポイント
・日常の事象に着目し，伴って変わ
 る二つの数量を見つけ出し，表や
 式，グラフを用いて表現すること

★主な指導内容
・関数関係の意味
・比例，反比例
・座標の意味
・比例，反比例の表，式，グラフ

★指導のポイント
・ブラックボックスなどを活用しな
 がら関数の意味を理解させる。
・表，式，グラフの関連に着目させ

★主な指導内容
・事象と一次関数
・二元一次方程式と一次関数
・一次関数の表，式，グラフ

★指導のポイント
・常に表，式，グラフを関連付け
 ながら，関数の理解を深めさせる。
・時間と距離など，日常の事象をグ
 ラフで表すことによって考察しや
 すくなることを実感させる。

★主な指導内容
・事象と関数ｙ= ^2

・いろいろな事象と関数
・関数ｙ= ^2の表，式，グラフ

★指導のポイント
・表，式，グラフを関連付けながら，
 ほかの関数と比較する活動を取り
 入れる。
・曲線における変域が直線と違うこ
 とを実感させ，高校へとつなげる。

★主な指導内容
・絵や図を用いた数量の表現

★指導のポイント
・身の回りにあるものについて，個
 数に着目して絵や図などに表した
 り，その特徴を読み取ったりさせ
 る。
・具体物の操作活動や比較活動を大
 切にする。

★主な指導内容
・簡単な表やグラフ
・データの分類整理と表
・棒グラフの特徴と用い方

★指導のポイント
・身の回りにあるものについて，デ
 ータを○や□（小２），棒グラフ
 （小３）で表したり，読み取ったり
 することができるように指導する。

★主な指導内容
・二つの観点から分類する方法
・折れ線グラフ:時系列データ（小４）

・円グラフ，帯グラフ：割合（小５）
・測定値の平均

★指導のポイント
・データを分析するときに，それぞ
 れのグラフのよさが分かるように
 指導する。
（質的データ，量的データの扱い方）

★主な指導内容
・代表値（平均値，中央値，最頻値）
・度数分布を表す表
・起こりうる場合

★指導のポイント
・平均値，中央値，最頻値の意味を
 理解させるよう指導する。
・起こりうる場合について，落ちや
 重なりがないように調べる方法を

★主な指導内容
・ヒストグラムや相対度数
・累積度数，累積相対度数

・多数回の観察や試行によって得られ
 る確率

★指導のポイント
・棒グラフとヒストグラムの違いを
 理解させ，データを表やグラフに
 整理し，分析や考察ができるよう
 に指導する。

★主な指導内容
・四分位範囲や箱ひげ図
・確率の必要性と意味 
・確率を求める

★指導のポイント
・四分位範囲や箱ひげ図を用いてデ
 ータの分布を比較することができ
 るように指導する。
・場合の数を基にした確率を求める
 ことができるように指導する。

★主な指導内容
・標本調査の必要性と意味
・標本を取り出し，整理する

★指導のポイント
・様々な事柄について，標本と母集
 団の関係に着目し，データを収集
 させる。また，既習事項を活用し
 ながら収集したデータを分析し，
 結果に基づいて判断できるように
 指導する。（コンピュータの活用）


